
  

 

地区連合自治会町内会長 各位 

 

 

旭 区 総 務 課 長  

 

 

在宅避難リーフレット（旭区版）について 

 

 

横浜市では、自宅とその周辺の安全が確認でき、自宅で生活ができる場合は自宅に留まる「在宅

避難」を推奨しています。 

このたび、在宅避難のメリット、準備のポイント、在宅避難時の地域防災拠点との関わり方など

をまとめた『在宅避難リーフレット（旭区版）』を作成しましたので、ご紹介いたします。 

 

今後、印刷を行い、改めて 10月の自治だよりで各自治会町内会へ５部ずつ配付するとともに、区

庁舎等での配架、HPや Xなどを活用した周知を行います。 

 

なお、まちの防災組織活動費補助金の申請をされた自治会等については、本日配付したものと同

じ資料を交付決定通知送付の際に同封いたします。 

 

 

 

【お問合せ先】 

担当：旭区役所総務課庶務係 

TEL：954-6007  FAX：951-3401 

E-mail：as-anzen@city.yokohama.jp 
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旭 区 版

避難所（地域防災拠点）







地震発生！

広域避難場所

大規模火災から身を守るために、
一時的に避難する場所です。
ホームページまたは区民生活防
災マップで確認してください

火災が発生した時

自宅（在宅避難）

自宅に火災や倒壊の危険がな
いときは、あえて避難する必
要はありません。

自宅、周辺に
危険がない時

地域防災拠点（区内小中学校等37か所）

家が倒壊または焼失し、住む場所がなくなった人などが一定期間生活
する場所です。

ホームページまたは区民生活
防災マップで自身の地域防災
拠点を確認してください。

自宅が倒壊などにより住
むことができなくなった時

●避難指示が発令された時は速やかに避難しましょう！
●避難のサインがみられた時は自らの判断で避難しましょう！

●避難指示発令

●避難のサイン

・河川氾濫のおそれ

・崖崩れの前兆

➡小石がパラパラ落下

斜面に湧水、亀裂が発生

・下水道などからの浸水

※風水害時に開設される避難場所は旭区ホームページなどをご確認ください。

★危険がせまる前に早めに避難をしましょう！
★外に出るとかえって危険な場合は、屋内の高いところや、崖から

離れた安全な部屋などに移動しましょう！

横浜市旭区役所 総務課防災担当 045-954-6007 045-951-3401
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安否情報、支援要請(物資、ボランティア等)

物資等の支援

町の防災組織を介した連携
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